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１．農水省・水産庁の地球温暖化対策
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METI審議会資料
農林水産分野における地球温暖化対策の取組について（R3.4）農水省
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/chikyu_kankyo/ondanka_wg/pdf/004_04_02.pdf
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METI審議会資料
農林水産分野における地球温暖化対策の取組について（R3.4）農水省
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/chikyu_kankyo/ondanka_wg/pdf/004_04_02.pdf
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農林水産省地球温暖化対策計画の概要（農水省）R3.10 より抜粋 5



次期水産基本計画のポイント
～現行水産基本計画からの主な変更点について～（R3.12）から抜粋
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２．漁村に着目したCO2収支の推計について

函館市

南茅部地域

・人口約6,700人(2005年当時)

対象としたのは

漁業種類別数量

資料：令和2年度 漁業の概要
（南かやべ漁業協同組合）

漁業生産金額の50％以上はコンブ養殖
人口の約3割は漁業就業者

大型定置網, 

29,635 トン

スケソウ刺網, 

2,519 トン

コンブ養殖, 

2,882 トン

イカ釣り, 3 トン
天然コンブ, 8 ト

その他, 2,948 トン

大型定置網, 

1,984 百万円

スケソウ刺網, 

276 百万円

コンブ養殖, 

4,729 百万円

イカ釣り, 2 百万円

天然コンブ, 26 百万円

その他, 1,305 百万

生産金額合計8,222百万円

生産量合計37,995トン
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（1）水産業とCO2排出について

• 漁業は燃油の消費が多い（漁船・陸作業）

• 漁家は車を３～４台持っている

• 市場や加工の冷凍冷蔵，製氷貯氷で電力使用量が
多い

• 作業が効率的でないものがある

• 流通のトラックが多い など
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9

1隻の燃油使用量
600L/日

いか釣り漁業

約10時間乾燥に重油
120L/日使用

コンブ養殖（乾燥作業）
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電力使用量の大きい施設

冷凍冷蔵庫内 加工場内

漁協製氷・貯氷機 温泉宿泊施設
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漁業
33,769t/年
(78%)

水産加工業
2,358t/年
(5%)

漁業、水産加工業のCO2排出
量は36,127t-CO2/年と地域全
体の約83%を占めています。

古屋温美，長野章，上川浩幸，黒澤馨，中泉昌光：漁村におけるCO2排出量評価のための環境
分析産業連関表の作成について，日本地域学会年次大会，学術発表論文集（CD-ROM），2007

南かやべ地域におけるCO2排出量推計値
（環境分析用産業連関表を基に推計）

人口1人当たりCO2排出量
6.4t-CO2/年(南かやべ）＞
6.0t-CO2/年（札幌市）
（2006年当時）
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（2）漁村のCO2削減・吸収機能について

• 人為的方法による削減

シナリオ CO2削減量(t-CO2/年)

コンブ乾燥の効率化 679

漁船等の省エネ 834

漁協施設の新エネルギー導入 72

水産バイオマスの活用 45

CO2排出削減量合計 1,630

• 森林による吸収(3,531ha)
シナリオ CO2吸収量(t-CO2/年)

森林による吸収量 29,976

伐採による排出量 -9,574

森林による吸収量 20,402

LED等の利用
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藻場面積1）

(ha)

現存量1）

平均
(kg 

wet/m2)

P/B

比

生態系
への変
換係数

残存率
(%)

湿重乾
重比

(g 

day/g 

wet)

炭素
含有率
(g-C/g 

dry)

CO2分

子量比

CO2吸

収量

(t-CO2/

年) 

315 4.2 2.7 1.5 11.3 0.17 29 3.67 110

・天然海藻のCO2吸収量

・養殖コンブのCO2吸収量

養殖コンブ
生産量2）

(t wet/年)

海中放出
率2）(％)

コンブ放出量
(t wet/年)

3,524 39 1,374 吸収量？

以下の文献より，藻場面積，現存量，養殖昆布生産量，海中放出量を使用
1）漁村地域におけるCO2収支評価のための森林・海洋による固定量の試算，本松敬一郎，古屋温美，長野章，
米田義昭，隅江純也，上川浩幸，中泉昌光，黒澤馨，佐藤元則，平成20年度日本水産工学会学術講演会講演論
文集，pp.265-268，2008
2）漁業地域における森林・海洋のCO2固定量評価に関する研究，本松敬一郎，古屋温美，長野章，米田義昭，
浅川典敬，黒澤馨，中泉昌光，平成21年度日本水産工学会学術講演会講演論文集，pp.131-134，2009

早川課長の資料を参考にして藻場面積と
現存量から推計した
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３. おわりに
• CO2収支を漁村で見てみると，漁業からの排出量が多くを占める．一方，

森林や沿岸でのCO2吸収機能がある．

• 南かやべの推計に見られるように，北海道沿岸は藻場や養殖コンブ漁

場によるCO2吸収のポテンシャルは高い

• 2021年度のJブルークレジット®取引では，プロジェクト4件の譲渡総量

は64.5t-CO2，購入総額4,696,641円(税抜），平均単価72,861円/t-CO2 (税

抜)，購入者数は29社とのこと．

• クレジットの購入者は，単に購入する，資金を出すというだけではな

く，地域とコミュニケーションをとってかかわりを持ちたいと考える

地元企業もいるとのこと．

• CO2削減，気候変動対策としての取組みによるプラスが必要（コアカー

ボン原則による追加性※）

• 更に・・・・・

※J ブルークレジット®（試行）認証申請の手引き－ブルーカーボンを活用した気

候変動対策－Ver. 1.1，令和４年 1 月，JBE

https://www.blueeconomy.jp/files/jbc2021/20220105_J-BlueCredit_Guideline_v1.1.pdf14


